
OS、ST、CL、OSCL、UC、OSV(水性)
公共建築工事標準仕様 対応

低臭気・環境配慮が求められる現場に



国産材に適した塗料・塗装システム

高い安全性

杉や檜などの国産材の仕上りや耐候性が向上するように開発した塗料シリーズです。
経年による塗膜の変色が少なく、長期的に美観を維持します。
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種 類 商品名 特  長 荷  姿F☆☆☆☆番号

O ０１２２２

O ０１２２6

O ０１２２7

O ０１２２8

O ０１425

O ０１２94

水性VATONFX
（常備色 １６色）

水性VATONFX
サンディングシーラーNY

水性VATONFXトップクリヤー
（艶有り/半艶消し/全艶消し）

水性VATONFXフロアーNY
（艶有り/半艶消し/全艶消し）

ソワード２液トップクリヤー
（艶有り/半艶消し/全艶消し/150%艶消し）

配合比　Ａ液：Ｂ液＝10：1

ソワード２液フロアーT
（艶有り/半艶消し/全艶消し）
配合比　Ａ液：Ｂ液＝10：1

水性自然系木部用浸透型着色剤（塗膜には30％
以上の生物由来資源を使用）
刷毛の継ぎムラが出にくく、
植物油脂の浸透保護効果による
汚れ防止、手垢止め効果を持つ
SIAA 抗ウイルス加工・抗菌加工登録製品
木材の香りを保持
食品衛生法・食品、添加物等の規格基準(昭和34年
厚生省告示第370号及び、同「おもちゃの塗膜」に適合

水性ウレタン塗料(無黄変タイプ）
肉持ちと研磨性に優れたサンディングシーラー

水性ウレタン塗料（無黄変タイプ）
乾燥性が良く、木地仕上げ、白木仕上げにも最適

水性ウレタン塗料(無黄変タイプ）
肉持ち、耐磨耗性に優れ、
1液油変性ウレタンと同等の塗膜物性、
フロアー以外も内装木部全般に塗装可能

水性2液ウレタン塗料（無黄変タイプ）
強靭な塗膜、耐摩耗性に優れ、
2液ウレタンと同等の塗膜物性、
飲食店カウンターや住宅床など強さを求める所に最適

水性2液ウレタン塗料（無黄変タイプ）
強靭な塗膜、耐摩耗性に優れ、
2液ウレタンと同等の塗膜物性、
体育館床など広い面積にも塗装し易い

求められる性能に応じて様々な塗料の組合せが可能です

水性自然系着色剤を中心とした、安全性、施工性に優れた低臭塗装システム
「天然の植物油脂」ベースの「水性VATONFX」を主とした塗料・塗装システムです。
各規格基準に適合する高い安全性と溶剤系塗料に劣らない塗膜性能を兼ね揃えています。
・ F☆☆☆☆登録
・「室内空気汚染に係るガイドライン 室内濃度指針値対象化学物質」※
　該当13物質を配合していません。
　　※シックハウスに問題に係るホルムアルデヒド・トルエン・キシレンなどの揮発性有機化合物として13物質の室内濃度指針値が定められています。
　　　なお、該当13物質は以下の通りです。
　　　ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・エチルベンゼン・パラジクロロベンゼン・スチレン(モノマー)・ クロルピリホス・フタル酸ジ-n-ブチル・テトラデカン・
　　　フタル酸ジ-2-エチルヘキシル・ダイアジノン・アセトアルデヒド・フェノブカルブ

・「学校環境衛生基準」適合※
　該当する6物質、及び鉛を配合していません。
　　※教室などの環境に係る揮発性有機化合物６物質として、ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・エチルベンゼン・パラジクロロベンゼン・スチレン（モノマー）
　　　の室内濃度指針値が定められています。

・「食品衛生法等・食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）」に適合※
　小さなお子様がいる環境でも安心して家具、建材にご使用いただけます。
　　※食品又は添加物に直接接触する合成樹脂製の食品用器具・容器包装（食品衛生法上のポジティブリスト制度の対象用途）へのご使用は上記規格基準適合のみ
　　　では出来ません。
　　※食品衛生法上のポジティブリスト制度の対象用途への使用を検討される際は必ず当社までお問い合わせ下さい。（問い合わせ先：大阪本社　06-6976-0251）

SIAAマークは、抗菌製品技術協議会ガイド
ラインで品質管理・情報公開された製品に
表示されています。



塗装工程
① 水性自然系塗料による着色仕上げ　用途：内装全般（SIAA抗菌・抗ウイルス仕上げ）
　 塗装仕様：OS、ST（水性）、SIAA認定抗菌・抗ウイルス仕様
　

1

2

3

0.03～0.05

0.03～0.05

4時間以上

12時間以上

素地調整

着色１回目

着色２回目

工  程 使用塗料 塗装方法 塗付け量（kg/m2） 乾燥時間
（23℃）

P180～240ペーパー

水性VATONFX 

水性VATONFX 

刷毛塗り/ローラー
（必要に応じてウエス等で拭き取り）

刷毛塗り/ローラー
（必要に応じてウエス等で拭き取り）

② 水性1液ウレタン標準仕様　用途：内装木部　建具、幅木など
　 塗装仕様：OSCL（水性）　※ OSV、OSUC（水性）にも対応しています。
　 吸込みの大きい杉や檜などの国産材推奨仕様

1

2

3

4

5

0.08～0.10

0.08～0.10

0.03～0.O5 12時間以上

4時間以上

16時間以上

素地調整

着  色
（１～２回）

上塗り
（１～２回）

研  磨

下塗り

工  程 使用塗料 塗装方法 塗付け量（kg/m2） 乾燥時間
（23℃）

P180～240ペーパー

P３２０～４００ペーパー

水性VATONFX 

水性VATONFX
サンディングシーラーNY 

水性VATONFXトップクリヤー
（艶有り/半艶消し/全艶消し）

刷毛塗り/ローラー
（必要に応じてウエス等で拭き取り）

刷毛塗り/ローラー/スプレー

刷毛塗り/ローラー/スプレー

カラーバリエーション
　

※本カタログに掲載する塗装仕様はメーカー推奨仕様です。
　公共建築工事標準仕様書に沿った仕様書は弊社HPよりご確認下さい。
　QRコードからもご確認頂けます。

※本カタログに掲載する塗装仕様はメーカー推奨仕様です。
　公共建築工事標準仕様書に沿った仕様書は弊社HPよりご確認下さい。
　QRコードからもご確認頂けます。

※「水性VATON-FX」の上に塗料を重ね塗りすると、抗菌・抗ウイルス機能が発揮されませんのでご注意ください。

※抗ウイルス加工は、病気の治療や予防を目的とするものではありません。
※SIAA の安全性基準に適合しています。



塗装工程

1

2

3

4

O.O8～0.10

O.O8～0.10

サンディング：
　　　４時間以上
トップクリヤー：
　　 16時間以上

16時間以上

素地調整

上塗り
（１～２回）

研  磨

下塗り

工  程 使用塗料 塗装方法 塗付け量（kg/m2） 乾燥時間
（23℃）

P180～240ペーパー

P32０～４００ペーパー

水性VATONFX サンディングシーラーNY 

水性VATONFXトップクリヤー
（艶有り/半艶消し/全艶消し）

または水性VATONFXトップクリヤー
刷毛塗り/ローラー/スプレー

刷毛塗り/ローラー/スプレー

③ 水性1液ウレタン標準仕様　用途：内装木部　建具、幅木など
    塗装仕様:CL（水性）  ※ UC、UC1（水性）にも対応しています。
    吸込みの大きい杉や檜などの国産材推奨仕様

P１８０～２４０ペーパー
（又はドラムサンダ―P４０～１００及び、ポリッシャ―P120メッシュで均一に研磨後、除塵）

P32０～４００ペーパー
（又はポリッシャ―P120～１８０メッシュで均一に研磨後、除塵）

乾燥時間
（23℃）

0.08～0.10

0.08～0.10

0.O3～0.05 ２4時間以上

6時間以上

1日以上

水性VATONFX 

水性VATONFXフロアーNY
（艶有り）

水性VATONFXフロアーNY
（艶有り/半艶消し/全艶消し）

刷毛塗り/ローラー
（必ずウエス等で拭き取り）

羊毛モップ塗り/刷毛塗り

羊毛モップ塗り/刷毛塗り

④ 水性1液ウレタン仕様　用途：内装全般　建具、幅木、教室床、住宅床など
　 塗装仕様:OSV、OSUC（水性）
　 床等の強さを求められる所への仕様

1

2

3

4

5

素地調整

上塗り

研  磨

着  色
（１～２回）

下塗り
（2～3回）

工  程 使用塗料 塗装方法 塗付け量（kg/m2）

※注意　水性VATONFXフロアーNYの下塗りに水性VATONFXサンディングシーラーNYは使用しないで下さい。

乾燥時間
（23℃）

P１８０～２４０ペーパー
（又はドラムサンダ―P４０～１００及び、ポリッシャ―P120メッシュで均一に研磨後、除塵）

P32０～４００ペーパー
（又はポリッシャ―P120～１８０メッシュで均一に研磨後、除塵）

0.08～0.10

0.08～0.10

6時間以上

1日以上

水性VATONFXフロアーNY
（艶有り）

水性VATONFXフロアーNY
（艶有り/半艶消し/全艶消し）

羊毛モップ塗り/刷毛塗り

羊毛モップ塗り/刷毛塗り

⑤ 水性1液ウレタン仕様　用途：内装全般　建具、幅木、教室床、住宅床など
　 塗装仕様:UC（水性）
　 床等の強さを求められる所への仕様

1

2

3

4

素地調整

上塗り

研  磨

下塗り
（2～3回）

工  程 使用塗料 塗装方法 塗付け量（kg/m2）

※注意　水性VATONFXフロアーNYの下塗りに水性VATONFXサンディングシーラーNYは使用しないで下さい。



塗装工程

P１８０～２４０ペーパー
（又はドラムサンダ―P４０～１００及び、ポリッシャ―P120メッシュで均一に研磨後、除塵）

P32０～４００ペーパー
（又はポリッシャ―P１８０メッシュで均一に研磨後、除塵）

ソワード２液フロアーＴ
（艶有り）

エレガントカラー＃２０００ライン用
または油性用ラインカラー

ソワード２液フロアーＴ
（艶有り/半艶消し/全艶消し）

適宜 １２時間以上刷毛塗り

0.O8～0.10 １６時間以上羊毛モップ塗り/刷毛塗り

羊毛モップ塗り/刷毛塗り

乾燥時間
（23℃）

⑦ 水性2液ウレタン標準仕様　用途：内装全般　建具、幅木、体育館床、教室床、住宅床など
　 塗装仕様：UC、UC2（水性）
　  体育館床、教室床、住宅床等、強さと広い面積への施工性が必要な時の仕様

1

2

3

4

5 0.08～O.10 1日以上

素地調整

上塗り

研  磨

下塗り
（2～3回）

ライン塗装
（必要に応じて）

工  程 使用塗料 塗装方法 塗付け量（kg/m2）

P１８０～２４０ペーパー

P32０～４００ペーパー

乾燥時間
（23℃）

0.08～0.10

0.08～0.10

0.O３～0.05 12時間以上

４時間以上

16時間以上

水性VATONFX

水性VATONFX
サンディングシーラーNY

刷毛塗り/ローラー

刷毛塗り/ローラー/スプレー

刷毛塗り/ローラー/スプレー

⑥ 水性2液ウレタン標準仕様　用途：内装標準木部　建具、幅木、カウンターなど
　 塗装仕様：OSUC、OSUC2（水性）
　 カウンター等の強さを求められる場所への仕様

1

2

3

4

5

素地調整

下塗り

研  磨

着色
（1～2回）

上塗り
（1～2回）

工  程 使用塗料 塗装方法 塗付け量（kg/m2）

（必要に応じてウエス等で拭き取り）

ソワード2液トップクリヤー
（艶有り/半艶消し/全艶消し/150%艶消し）

※注意　2液水性塗料調合時は、ミキサー等の機械で撹拌しながら硬化剤を調合して下さい。

※注意　2液水性塗料調合時は、ミキサー等の機械で撹拌しながら硬化剤を調合して下さい。
※体育館への塗装につきましては、滑り性能面から艶消しよりも艶有り仕上げを推奨いたします。



注意事項

塗装上の注意
●本番塗装の前に必ず試し塗りをして下さい。
●温度、湿度など気象条件や木材の種類により異なりますが、雨天の日や気温が５℃以下の時は塗装を避けて下さい。
●塗装前の木材の含水率は20％以下に調整して下さい。含水率が高くなると水性VATONFXの成分が浸透せず着色濃度が薄かったり、色ムラ・色落ち
　及び乾燥不良の原因になります。
●塗装の際は、必ず換気しながら塗装して下さい。また、塗装後もしばらく換気を続けて下さい。
●指定塗付け量を厳守して下さい。指定塗付け量を超えて塗装した場合、硬化が遅れ、ホルムアルデヒドの発生が規定以上になる恐れがあります。
●水性VATONFXの塗付け量は拭き取り前に塗る塗付け量の目安です。記載量を塗布して下さい。
●２度塗りする場合は、１度目を充分に乾燥させてから２度目を塗装して下さい。
●水性VATONFX及び水性VATONFXトップクリヤーなどをローラー塗装の際、含泡が気になる場合はローラーの回転を止めて対応して下さい。
●２液水性塗料調合時は、ミキサー等の機械で撹拌しながら硬化剤を調合して下さい。
●乾燥時間は目安です。水性VATONFXなどの塗料が充分に乾燥している事を確認後、次の工程に移って下さい。水性VATONFXが充分に乾燥しない
　まま次の工程に移ると、乾燥不良、密着不良、白化などの原因となります。
●材の種類、温度、湿度、塗付け量過多によって、水性VATONFXなどが２４時間でも乾燥しにくい場合があります。その場合はそのまま次の工程に進ま
　ないで下さい。充分に乾燥させて次の工程に進んで下さい。水性VATONFXの場合はウエスで軽く拭き取って下さい。又は充分乾燥させて下さい。
●塗膜物性は塗膜が充分に乾燥した後に発現します。
●節のある材料に塗装する場合、節部分にヤニの付着や過度の水性VATONFXが残りますと、水性VATONFX及びその上に塗装する水性VATONFX
　トップクリヤーなどの乾燥を阻害し、表面にベタツキが残る恐れがあります。節部分のヤニはラッカーシンナーまたはアルコールなどで表面のヤニを
　取り除いて下さい。または焼きごてなどを使い処理して下さい。過度の水性VATONFXは拭き取って下さい。
●木材の種類によりますが、水性VATONFX塗装時にケバ立ちなどの不都合が生じた場合は、１回目の着色乾燥後ケバ立ち部分にケバ取り研磨を軽く
　行い、再度、同色の水性VATONFXを塗装されることをお勧めします。
●被塗材で漂白処理される場合は充分に薬剤を洗い落として下さい。薬剤が残っていると、乾燥不良、仕上がり不良などの原因になります。
●漂白した材などの各種処理材への塗装は乾燥不良、ベタツキ、発色不良などを生じる場合があります。事前に必ず試し塗りして下さい。また、不燃、
　準不燃材への塗装は塗料のゲル化や薬剤の溶脱（白華現象）が起こる恐れがありますので、避けて下さい。

使用上の注意
●水性VATONFXシステムは木目を活かす仕上り感を提供する塗料・塗装システムですので、木目を隠蔽する様な塗装には不適です。
●水性VATONFXの使用に先立っては、着色濃度が変わる恐れがありますので、缶を充分に振り、棒でかき混ぜてから使用して下さい。
●水性VATONFXは希釈しないで原液のまま使用するよう設計されています。
●水性VATONFXを希釈して使用する場合は、決して水では希釈しないで下さい。水で希釈すると水性VATONFXの性能が著しく損なわれます。必ず
　水性VATONFX＃５００１透明で希釈して下さい。
●水性VATONFXの原料は天然植物油脂を使用している為、ホワイト及び透明は経日で黄味が目立ちます。使用場所によっては不適切な場合がございますので
　充分ご注意下さい。
●水性VATONFXサンディングシーラーNY、水性VATONFXトップクリヤー等を希釈する際は塗料に対して水で0～5%、水性VATONFXフロアーNY、ソワード２液
　トップクリヤー、ソワード２液フロアーＴの希釈は塗料に対して水で0～10%が目安となります。過度の希釈は塗膜の性能が著しく損なわれますので避けて下さい。
●常時、水掛かりが激しい場所でのご使用は控えて下さい。
●塗膜の付いている塗装面には水性VATONFXは塗装できません。旧塗膜は必ず研磨などにより取り除いて下さい。

取り扱い上の注意
●塗料の付着したウエスや塗料カスは自然発火の恐れがありますので、廃棄するまで必ず水につけて下さい。
●塗装した刷毛などの洗浄には石鹸水、または食器用洗剤などを使用する事を推奨します。
●塗料の廃液、洗い液は下水などに流さないで下さい。地方自治体の処分方法に従って処分して下さい。　
●その他、容器に記載の注意事項及びＳＤＳをよくお読み下さい。　　　

塗装前    

　
塗装時  

塗装後  

基 材  

U R L  　h t t p s : / / o t a n i p a i n t . c om /
H 110G

大 阪 本 社 〒537-0021　大阪市東成区東中本3丁目1番18号
TEL 06（6976）0251（代） FAX 06（6971）4901

東 京 支 店 〒357-0023　埼 玉 県 飯 能 市 岩 沢 1 7 0
TEL 042（974）3191 FAX 042（974）2888

〒869-0462　熊本県宇土市城塚町 8 2 番地 1
TEL 0964（22）1903  FAX 0964（22）1799

九州営業所

〒869-0462　熊本県宇土市城塚町 8 2 番地 1
TEL 0964(22)4745  FAX 0964(22)4746

熊 本 工 場
ISO9001/14001
認 証 工 場


